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『蘇悉地経』 にみ られ る灌頂儀礼 をめ ぐっ て

駒井　信勝

　0． は じめ に

　『蘇悉地 羯羅経』（以下 『蘇悉地経』）は善無畏三 蔵（637−735）に よ っ て 漢訳 され た 。 梵

本 は残 され て い ない が 漢訳三 本 と蔵訳 とが ある 。

（漢訳 ）

　　正 本　 『蘇悉地羯羅経』（三 巻三＋七 品）『大正蔵』 18巻 No．893

　　別本一 『蘇 悉地羯羅経』（三 巻三 ＋八 品）『大正蔵』 18巻 No ．　893A

　　別本二 『蘇悉地 羯羅経』（三巻三＋ 四品）『大正 蔵』 18巻 NQ ．893B

（蔵訳）

　　legs　par　grub　par　byed　pa
’
i　rgyud 　chen 　po　las　sgrub 　pa

’
i　thabs　rim 　par　phye 　ba

　　　　　　『妙成就大 タ ン トラ』 よ り 「成就方便章」 Toh．　No ．807／Ota　No ．421

　漢訳 は全 て上 ・中 ・下 の 三 巻 か らなる が 、 正 本 ・別本
一 と別本二 で は 中下巻が

入れ替 わ っ て い る 。 また 、 正本に は 「扇底迦法品第十三」 「補瑟徴迦法 品第十 四」

「阿毘 遮嗜迦 品第 十五 」 が あるが 別本
一 ・二 に は ない

。 他 に も真言が 三本 の 問で

異 な る等 、 幾つ かの 異 同が ある 。 蔵訳は正本 と最 も対応 して い る D
。

　こ の 経典 は真言宗 に お い て は 、 弘法大 師が 『真言宗所学経律論 目録』 の 中で 律

部 に録 し、 天台宗で は 、 特に胎金両部 に並 ん で 蘇悉 地 を大 法 と して 重視 して い る 。

しか し 、 蘇悉地 部の 成立や そ の 内容 は 、 必ず しも明確で は ない よ うで あ る 。 三 崎

良周氏 は 、蘇悉 地 が胎 金 と並 ん で 三 部 の 大法 と され る に は、 灌頂 か灌頂 に 準ず る

根本 印信 や そ の 教理 が なければ な らない と して 考察を してい る 。 まず 、 蘇悉地灌

頂 が両 部 の 灌頂 と同 じ く、 阿闍梨位 灌頂 で あ るか と い う問題 に 関 して 、 円仁 の

『蘇悉 地経略疏』 第七 の 「本 尊灌頂品」 よ り以下 の 一 文 を引い て い る 。

　　凡 そ 曼荼羅 に入 る に 必ず四種の 灌頂あ り。

一 は除難 、 二 は成就 、 三 は増益 己

　　身 、 四 は得阿 闍梨位 な り。 今此 の 品中の 所説の 灌頂 は 、 即 ち成就の 義で あ り、

　　除 難 及以 び増益 を兼ぬ 。 義旨知るべ し 。

2）

　 こ れ に関連 して 円珍撰の 『請弘伝真言止観両宗官牒款状』 を見 る限 り、 両 部の
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学法灌頂 を受け、 併せ て 両 部諸尊瑜伽 と蘇悉地大法 を受 け 、 両部の 阿闍梨灌頂 を

受伝 され たが 、 蘇悉地灌頂 の こ とは記 され て い ない
、 と問題 提 起 して い る 3）

。 ま

た 、 蘇悉地 灌頂 の 本尊が何 で あるか とい う問題 に も言及 して い る 。 そ こ で は 、 曼

荼羅 や灌頂 図 を寓 目す る 機会 が な く、 僅か に ある もその 伝承が不 明瞭で ある と し、

こ の 灌頂の 本尊が 明 らか で ない こ とは 、 蘇悉地 が極 め て 重要な もの とされ なが ら、

そ の 実態が 明確で ない 最大の 課題 として い る 4）
。

　勿論 、 蘇悉 地部 と言 っ た場合 には 『蘇 悉地経』 の み で は な く、 供養法や その 他

の 経 典 ・儀軌 な どの 関連 を考慮 し、 時代 の 流 れや伝 統教学 と共に 考察 して い く必

要 があ り、 台密 に於い て 伝承 され て い る蘇悉 地灌頂に対する考察に つ い て は こ こ

で は立 ち入 る こ とは しな い 。 本稿 で は 、 後 に上記 の よ うな 問題 を孕 む蘇悉 地灌頂

の 根本 た る 『蘇悉地経』 に説 か れ る灌頂儀礼が 、 どの よ うな構造 を持 ち 、 また如

何 なる意義 を有す る の か につ い て 考察 して い きた い
。

　 1， 四 種 灌頂 に つ い て

　『蘇 悉地経』 の 灌頂が 成就の 義で あ る と指摘 され て い る こ とは上 述 の 通 りで あ

る 。 円仁 の 述べ る 四種灌頂の 典拠 の
一

つ に 『蘿咽耶経』 が ある 。
こ の 経典 は 『大

日経疏』 や 『蘇悉 地経 略疏』 に度 々 引か れ 、

一
連の 灌頂儀礼 が 詳細 に説か れ る 。

そ の 「分 別護摩 品第十」 には 、 四 種の 灌頂 に つ い て 以下 の よ うに説か れ て い る 。

（漢訳 ）

　　凡 そ曼 荼羅 に入 る に必ず四種の 灌頂あり。

一
に は除難 、 二 に は成就 、 三 に は

　　増益 自己 、 四 に は得 阿閣梨位 な り。 是 の 如 きの 灌 頂の 法 は前 に 已 に 広 説 せ

　　 り。

5）

（蔵訳）

　　尊の 部属等 を見 る こ と よ り灌頂 は 四種 で あ る 。 師は 三 昧 に よ っ て それ らを よ

　　く知 り、 如応 に なす べ し 。 阿 闍梨位 を 得 る の で 第
一 と称 さ れ る の で あ る 。

　　諸 々 の 明真 言 を成就する の で 第二 と説か れる 。 障碍等を よ く降伏す る の で 第

　　三 と称 され る 。 第四 は富 を得 る た め と広大儀軌 に 説か れ る 。 第
一

の 広大儀 軌

　　を我は最初 に説 い たの で ある 。

6）

　こ の
一

文 に よれば 、 灌頂 に は 阿闍梨位 を獲 得す る もの 、 様 々 な明真言 を成就 す

る もの 、 諸 々 の 障 りや 災難 を除 くもの 、 富 や 名声 を得る もの の 四種 が あ る とい う

こ と に な る 。 そ して 、
『蘗咽耶 経』 に大大的 に説かれ る 灌頂は こ の 四種 の 内の 何
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れ の 灌頂 に属 す るか と言 えば 、 得 阿 闍梨位灌頂で あり、 大塚氏 も指摘 して い る通

りそ の 目指す と こ ろ は 受者 に菩提 を獲得 させ る こ とで あ る 7）
。 こ の こ とか ら、

『菱咽耶経』 の 成立 時期 に於 い て は 、
こ の 四種灌頂の 分類は あ る 程 度 の 認 識が あ

っ た と考 えて 問題ない で あろ う。 本稿 で 問題 とする 『蘇悉地経』 も、
こ の 『菱咽

耶経』 と同時期 に成立 した と考え られ 、 タ ン トラの 四 分類 （所 作 ・行 ・瑜伽 ・無上瑜

伽）で も同 じ所作 タ ン トラ に 配 され る 。 また こ の よ うな経典 に は 『蘇婆呼 童子請

問経』 もあ る 。 そ こで 、 『蘇 悉地経』 の 灌頂 を見 て い く前に 、
『毳咽耶経』

・『蘇婆

呼童 子 請問経』 の 灌頂 につ い て 概観 して お きたい 。

　『羮咽耶 経』 に つ い て は 上 で 述べ た如 く阿闍梨位 を得 る灌頂で あ り、 その た め

の 灌頂儀礼 と して 、 次 の よ うな瓶水加持 と灌頂が 行われ る 。

（漢訳）

　　其の 阿 闍梨は普 く応 に 曼荼羅 中の
一

切の 諸尊 を頂礼すべ し。 灌頂の 為 の 故 に 、

　　至誠に啓請せ よ 。 即 ち応 に 前に持誦す る こ と百 遍せ し所 の 瓶 を持 し奉 る べ し。

　　徐徐 に 当に曼荼羅 を遶 る べ し 。 遶 る こ と三 匝 し已 らば、復 た 三種 の 真言 を以

　　て 其の 瓶 を持誦せ よ。 其 の 頂上 に 於い て 手印 を作 し 、 并 び に根 本の 真言 を誦

　　 して 、 還 た此 の 真言 を誦 して 彼 に与えて 灌頂せ よ 。

8）

（蔵訳 ）

　　総 じて 、 そ れ らの 儀軌 を広 く行 うな らば 、 心 に よ っ て 曼荼羅すべ て の 諸 尊を

　　賢者 は勧請 して 、 念誦 を百遍 な した瓶を正 しく持ち、 ゆ っ くりと曼荼羅 を三

　　度遶る 。 根本の 真言すべ て を唱 え 、 智慧 ある もの に よ っ て 灌頂が な され る 。

　　次に 印を結ぶ とき、 真言の 智慧の 力 に よ っ て 頭頂 に当て る 。

9）

　こ こ で の 灌頂 に 用 い る 瓶 は 、 漢訳 で は 「三 種の 真言」、 蔵訳 で は 「根 本の 真 言

すべ て 」 に よ っ て加持する の で あ る 。
こ の 真言が 如何 な る もの か は 詳細不 明で あ

るが 、 こ こ で は 曼荼羅 に 配置 され た諸尊 を代表す る尊格 に よ り瓶 を加持 して 灌頂

を行い 、弟子 を阿 闍梨へ と して い くの で ある 。

　次 に 『蘇婆 呼童子 請問経』 をみ て み る と、

（漢訳）

　　彼 の 障 りの 著せ る 人 を将 い て 坑中に入 れ 、 面 を東 に向けて 坐せ しめ 、 念誦の

　　人 は壇 の 西面 に 面 を東に 向けて 坐 し 、 真言一 百八 遍 を誦 し已 わ れ 。 然 る後に 、

　　彼 の 所 置の 四 角の 瓶水 を取 り、 還 りて 阿蜜蜊囃枳 当加此 れ赤色 と云 う明王 主 、

　　及 び結喇吉囃 明王 、 並 び に捺囃弭 良肇 明王 等 の 真 言 を以 て 、 持誦 の 数
一 百八
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　　遍 を過 ぎ巳 り、 彼 に 与えて 頂に 灌げ。 是 の 如 く四瓶 を次第 に応 に 灌 ぐべ し。

　　此 の 法 を作 し已わ らば 、 彼の 障 に著せ し人 は即ち解脱 を得 る な り。 此 の 曼荼

　　羅は 、 独 り能 く
一

切 の 毘那夜迦 を除くの み に非 らず。

10）

（蔵 訳 ）

　　赤色 身尊 とキー リキ ー
ラ尊 と ドラ ミ ダ尊 ［の 真言］に よ っ て 百遍誦 し 、 曼荼羅

　　を壁 に安置すべ し。 次に 塗香 ・焼香等を献 じ、 障碍 に よ っ て 取 り憑 か れ た 者

　　を東方 に 向け 、 曼荼羅 の 中心地 の 幸福 の 座 に安 置 し、念 誦 をな して 各 々 の 瓶

　　に よ っ て 洗浄 すべ し。 す る と毘那夜 迦 な どよ り解放 され る で あ ろ う。

11）

　 こ の 灌頂は 、 明王等の 真言 で加持 した瓶水 を毘那耶迦等の 作 障者 に憑依 され た

者 に灌 ぎ、 そ の 害等 を取 り除 くもの で あ り、 大塚 氏 も指摘 して い る如 く 『蘿囗四耶

経』 の 説 く四種灌頂 の 除難權 頂 に位 置づ け られ る との 見解 を示 して い る 12）
。

　以 下 、
『蘇 悉地経』 の 灌頂 に つ い て 見て い くわ けで あ るが 、 同時期 に成 立 した

と考え られ 、 また 同 じ所作 タ ン トラ に配 され る 『蘿 咽耶 経』
・『蘇婆呼童子請問

経』 の よ うに 、 四 灌頂の 何 れか に宛が うこ とが 可 能か 、 可 能な らば 四種 の 内の ど

の 灌頂 に 位置づ け られ る べ きか に つ い て も注意 を払 っ て い くこ と とする 。

　2． 『蘇悉地経』 の灌頂 儀 礼 に つ い て

　『蘇悉地経』 の
一 連の 灌頂儀礼 は 「除

一
切 障大灌頂曼荼羅法 品」

13）に説か れ る 。

こ の 品に 説 か れ る 灌頂儀礼 の
一 連の 流 れ は 以 下 の 如 くで あ る 。

　　浄地 → 曼 荼羅作 画 ・瓶配置→ 曼荼羅供養 → 三 種護摩 → 瓶加被 → 灌頂 → 護摩

　さて 瓶水 灌頂 の 場面で あ るが 、
『蘇悉地経』 で は曼荼羅の 作 画が 終 わ り、 三 種

の 護摩 が 終 わ る と灌頂 に用 い る瓶 の 加持 を行 う。
こ こ で 曼 荼羅にそ れ ぞれ 配置 さ

れた瓶 と 、 そ の 瓶 に対する加持の 方法 を見て い きた い
。

（漢訳 ）

　　如法 に 諸の 真 言 を供養 し已 り、 及 び護摩 し已 り、 前 の 安 け る瓶 を 、 為す所の

　　者 に 隨い て 彼 の 真言 を誦 して 、 用 て 加被せ よ 。   本尊の 前 に於 い て 安 ずる所

　　の 瓶は 、 還 りて 彼 の 真 言 を用 い て 之 を加被せ よ。 其 の   台 の 内の 瓶 は 、 応 に

　　明王 の 真言 を用 い て 、 加 被 を作すべ し。   門 に 当 りて 軍荼利の 為 に安置する

　　所 の 瓶 も亦 、 須 く彼の 真言を用 い て 加被すべ し。 台の 曼荼羅 の 東面の 両角に

　　於て 安置する所の 瓶の   東北 の 角 は 、 部 心 の 真言 を以 て し 、   東南 の 角 は 、

　　部母の 真言を用 て し 、   西北 の 角 は 、 能 弁の 諸真言 を用 て し、   西南 の 角 は 、
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　　一 切の 真 言 を用て せ よ。
14）

（蔵訳）

　　一 切の 尊等を よ く供養 して 、 護摩 を随意 に なすべ し。 それ か ら 、 前に安置 し

　　た瓶に 自身［の 尊］の 真言 に よ っ て 讃嘆すべ し。   ［本コ尊の 目の ｝塑萇宏置 す る

　　
一

つ の ξ欄 は 自身［の 尊］の 真言 に よ っ て 諞 すべ し。   曼荼羅 の 中心 に安 置す

　　る 匚瓶］は 明王 ［の 真言］に よ っ て 誦すべ し。   門の 前 に安置 した ［塑ユは金 剛忿

　　怒 ［の 真 言］に よ っ て 誦 すべ し。 部心 の 明 呪 に よ っ て     東 の 両隅 ［の 瓶］を誦

　　すべ し 。

一
切 の 行為 をなす真言 と 、 他 の 一 切 の 真 言 に よ っ て 、     西 の 両 隅

　　に 安置す る瓶に 対 して 作法通 りに誦すべ し。

15）

　下線部の 箇所 が そ れ ぞ れ 灌頂 に用 い る 瓶 を安置す る 箇所で あ る 。 漢訳 ・蔵訳共

に 曼荼羅に安置す る瓶 の 数は七 瓶で 、 その 瓶をそ れぞれ真言 に よ っ て加持 して い

く。 本尊の 蔚 に安置 した瓶 に 本尊の 真 言 を誦すの で あるが 、
こ こ で 言う本尊 とは

定ま っ た特定の 尊格で は な く、 受者の 本尊で あろ う。 また、 明王 ・
部心 ・

部母 も

受者の 本尊が属す部族の 明王 ・
部心 ・

部母 と考え られ る 。 漢訳 の 『蘇悉地経』 で

は 、 仏 ・蓮 ・金の 三 部 を詳細に 整理 して説い て い る 。
厂真 書相品 第二 」 で は 、

　　 ・ 仏部の 中に は仏眼 を用 う。 号 して仏 母 と為す 。

16｝

　　 ・ 蓮 華部 の 申に は観音母 を用 う。 号 して 半拏囃縛悉寧 と為す 。

17）

　　 ・ 金 剛部の 中に は執金 剛母 を用 う。 号 しで i亡莽鶏 と為す。

18）

　　 。 仏 部の 中に は明王真言 明王 を用 う。 号 して 最勝仏頂 と日 う。

19＞

　　 ・ 蓮華部の 中に亦 た明王 を用 う。 号 して訶 野鉈利囀 と日 う。

20＞

　　 ・ 金剛の 中に亦た明王 を用 う。 号 して 蘇囀 と日 う。

21＞

　また 「持戒品第七」 で は 、

（漢訳 ）

　　仏 部 の 心 真 言 に 曰 く。 爾曩爾迦 軽。蓮 華部 の 心 真言 に 曰 く。 阿夫路 力迦 軽 。

　　金剛部 の 心真言 に 曰 く。 囀 日鑼地嘲二 合迦軽 。

22）

儼 訳）

　　部族の 心 真 醤三 字 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 念誦 を行 うこ とに よ リク シ ャ 草を浄め 、

　　無名指 に繋 げ。 jinajik．　arolik，　vajradhrk ／23＞

　と 、 三 部に於い て それぞれ体系的に 分類 して い るの で ある
24）

。 さらに 、 漢訳 で

は 董 部の 大忿 怒 を 、

　　 ・ 仏部の 中に大忿怒 を用 う。 号 して 阿鉢囃氏多と 日 う。

25）

（17）
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　　 。 蓮華部の 中の 大忿怒 、 号 して 施囀囀訶 と臼 う。

26）

　　 。 金剛部の 中の 大忿怒 、 号 して 軍荼利 と日 う。

27）

　と分類 して い る 。 灌頂 に用い る瓶を加持す る箇所をまとめ る と以下 の ように な

る 。

瓶 漢訳 蔵訳

  本 尊の 前 本尊の 真 i耋 自身の 尊の 真言

  曼荼 羅の 中 明王の 真言 明王 の 真言

  門の 前 軍荼利 の真言 金剛忿怒 （軍荼利）の 真言

  東北 の角 部心の 真鬢

　　 h

部心 の 真言
　　　　　”

  束南の 角 部母の 真雷

  西 北 の 角 能弁の 諸真言
一

切 の 行為 をなす真 言
一
切の 真言  西南の 角

一
切の 真 i叢

　次 に 、 以 上 の よ うに加持 した瓶 に よ っ て 行 わ れ る灌頂の 箇所を見て い く。

（漢訳〉

　　諸の 作障 を除遣せ ん と欲わ ん が 為の 故 に 、 （1）先 ず 軍荼利 の 瓶 を用 い
、 而 し

　　て 灌頂 に用 い よ。   第 四 に 応 に 所 持 の 真 言 を用 い て 、 灌頂 に用 うべ し。 其

　　の （2）  余の 二 瓶は 意に縫い て 用 い よ　
。

28）

（蔵訳）

　　ω 箜
一

に堕磯等を型り．拠 為 に五軍荼利 の 瓶に よ っ て ］灌頂 を して 準備すべ

　　し。     虫聞に ［曼i釜羅の ］中の 甑 ］等 に よ っ て ［灌頂 をすべ し］。   最後に

　　旦身の ［尊璽裏言 の 瓶ユに よ っ て 誦 して ［灌頂すべ し］。

29）

　蔵訳 は か な りの 部分 を補 っ た が 、 漢訳 と合 わせ る と凡 そ こ の よ うに なる 。 最初

は軍茶利 に よ り加持 した瓶 を用 い て 受者 の 障碍 を取 り除 き、 最後 は 自身の 本尊で

加持 した瓶に よ っ て 灌頂 を行う。 しか し 、 その 他 の 瓶 は ど うか と言 えば 、 漢訳 で

は 厂余 の 二 瓶 を意 に随 い て 罵 い よ」 と説か れ 、 蔵訳で は 「申問に 漫 茶羅の 3申の

［瓶］等 に よ っ て ［灌頂 をすべ し］」 と説 か れ るの み で あ る 。 蔵訳 で は幾つ の 瓶 を用

い る か定か で は ない が 、 漢訳 に従 えば 四 瓶で 、 二 番 目 と三番 目に関 して は定 ま っ

た規 定が ない よ うで あ る 。
『蘇悉地 経書 の 灌頂儀礼で確 か な こ とは 、 最初 は受者

の 障碍を取 り除 く為 に 軍荼利 の 瓶 に よ っ て 灌頂 され る こ と、 そ して 最後 に 自身の

本尊 で あ る とこ ろ の 瓶 に よ っ て 灌頂 され る とい うこ とで ある 。 最後が 自身の 本尊

（18）
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に よ る瓶 の 灌頂 で ある 理 由は 、正 し く受者が そ の 尊 に よる 成就 法の 悉地 を得る た

め で あろ う。

　　（1）軍 荼利 の 瓶 … … … 障碍 を取 り除 くた め

　　（2）（3）他の 瓶 の うちの どれか 二 つ … … …詳細不明

　　（4＞受者 の 本尊の 瓶
… … …本 尊の 成就法の 悉地 を得る ため

　3． 『蘇悉地経』 の灌頂儀礼 の意 義 につ い て

　で は 、
『蘇悉地経』 が 想定す る 灌頂儀礼の 意義 に つ い て 考 えて み た い

。
「除

一
切

障大灌頂曼荼羅法品三十
一

」 の 冒頭 部分 に は以 下 の よ うに 説かれて い る 。

（漢訳 ）

　　若 し成就 の 法 を起 首せ ん と欲わ ば 、先ず応 に諸 々 の 悉 地の 具 を備 え弁ずべ し。

　　次に応 に護摩 の 法 を以て 本 尊真 言 を加威 して 、 及 び 自ら灌頂すべ し。 灌頂せ

　　ん と欲 わ ば 、 曼 荼羅 を作 して 、 如法に 供養すべ し 。 灌頂 を作 し已 りて 、 然 る

　　後に起首 して 成就 法を作せ 。

SO）

（蔵訳）

　　成就の 為に必要な こ とな どは 、 先ず初 め に意に善い こ とを思 い 、 智慧 を備え

　　た もの が
一

切の 支具 を よ く集め 、 護摩作法の 儀軌 に よ っ て 真言 を悉 く満足 さ

　　せ 、 灌頂 をなせ と儀軌 に述 べ られ る 。 次に 成就［の 法］を始め るべ きで あ る 。

　　先ず曼荼羅 を画 い て 、 儀軌 通 りに よ く供養 して 、 そ れ か ら自 ら如法 に 灌頂 し

　　 て 作業等 を始 め よ 。

31）

　 つ ま り、 成就 法 を始め る時 は 、

　　1、 悉地 の 道具 を準備　→ 　2、 護摩に よ っ て 真言 を満足 させ る → 　3、 灌頂

　 とい う順番が あ り、 そ の 灌頂儀礼 の 次第 と して 、

　　1、 曼荼羅作画　→ 　2、 曼荼羅諸尊供養　→ 　3、 灌頂　→ 　4、 成就法

　と示 され 、 次第の 最後に は 目的 と した成就法 が くるの で ある 。 こ の 様 に 『蘇悉

地 経』 の 灌頂は 成就 を得る た めの 灌頂 とい える 。 こ の こ とは 『蘇悉地経』 が そ も

そ も様 々 な成就法を説 く経典 で あ る こ とか ら も納得 出来 よ う。 で は 、 どの よ うな

者達が こ の 経典 を必要 と し 、 この 灌頂 を受けて い た の か 考えて み たい 。 上記 の 得

阿闍梨位灌頂 に位置づ け られ る 『菱晒 耶経』 の 灌頂儀礼 に は 、 投華得仏が説か れ

る 。 こ れ は 、 受者 に 覆面 を させ 、 曼荼羅 に向か っ て 華 を投 げ させ 、 諸 尊の 中か ら

本尊 を選 ぶ とい う儀礼 で あ る 。 その 役割か ら して も、 投 華得仏 は灌頂儀礼 と密接
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な 関係 に あり、
『大 H 経』 や 『金國頂経』 等 に も見 られ る もの で あ る 。 しか し、

投 華得 仏 は こ の 職 悉地経』 に は説 かれな V   さ らに 、 上 記の 通 り、 瓶水 灌頂の

所 で は 「所持の 真雷」
・「自身の 尊」 とい うよ うに 、 既 に受者 の 本尊 が 定 ま っ て い

る よ うに 思 わ れ る 。 この こ とは 、
『蘇悉地経』 の 灌頂は 、 既 に 嬲の 灌頂 に よ り自

身の 本 尊が 決 ま っ て い る か 、 或い は それ に準ず る何 か しらの 方法 に よ り予 め本 尊

決 ま っ て い る もの が行う灌頂で ある こ とを予想 させ る。 こ の 箇所に 関 して 「真言

相 品第二 」 の
一

部を引用す る と 、

（漢訳〉

　　此 の蘇悉地経 、 若 し余の 真言法 を持 して成就せ ざれ ば、能 く兼ねて此 び）経の

　　本真言 を持 すべ し。 当に 速か に成就 すべ し。 三 部の 中に於 て 、 此 の 経 を王 と

　　為 す。
32）

（蔵 訳）

　　こ れ ［蘇悉地瀏 を備 えて 諸 々 の 真 言等に親近す れば 、 速や か に成就す る こ と

　　とな る。 こ れ ［蘇悉地紹 は 、

一 切 の 部等の 大威 力あ る 明王 で あ る 。

33）

　と説かれて い る 。 蔵訳 に 「若し余の 真醤法を持 して成就 せ ざれ ば」 の
一 文は見

られない が 、 漢訳 ・蔵訳共に 「能 く兼ねて 此の 経」
・「こ れ ［蘇悉地経］を備 えて」

とある 。 こ こ に注 屋すれ ば 、 既 に 灌頂 を受け成就法 を修 L て V る が 、 未 だ悉地 を

得 られ ない 者達が 、
こ の 『蘇悉地経』 に よ っ て その 悉地 を得 る と推測 出来 る 。

　 4． お わ りに

　以 上 『蘇悉地経』 の 灌頂 につ い て み て きた訳 で あ る が 、
『莚 咽耶経』 等 の 説 く

得 阿闍梨位灌頂 、
「蘇婆呼童 子請問経』 の 説 く除難灌頂 とは 趣 の 異 なる もの で あ

っ た 。 それ は 、 既 に他 の 経典 な どに よ り灌頂 を受けた者 の 修法 が 成就 しな い 蒔 に 、

『蘇悉 地経』 の 規則に乗 っ 取 り、 自身の 本尊 に よ っ て 加持 した瓶 に よ り灌頂す る

こ とで 成就 を得 る とい うもの で ある 。
『嚢咽耶経』 の 示す四種灌頂 に 当て はめ る

の な ら、 正 し く成就の灌頂 とい える 。 こ の よ うな灌頂 の 目的に よ り、
『蘇悉地経』

の 灌頂 に は特定の 本尊は存在せ ず 、 受者に した が っ て本尊が 決定するの で ある 。

また 、 所謂台密の 三 部の 大法 として の 蘇悉地 灌頂 が 如何 な る もの か とい う問題 に

触れ ない こ とは 冒騨で述 べ た 還 りで あるが 、 三 崎氏が 問題 に され て い る こ とに 関

して 、 『蘇悉地 経』 の 性格 の み で 考えた場合 に は 、 こ の 経典 が 阿 閣梨 位 の 灌頂 を

行 わ ない こ と 、 蘇悉地 の 灌頂の 本尊が 定 ま っ て い ない こ とが 理解 され る 。 さ らに
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は胎金の 両部大 法が 、 胎蔵法 の み 、 或い は 金剛界法の み で 受伝 され る こ とは あ っ

て も、蘇悉地法が 単体で 受伝 された形跡 が な く、 何か に 附 して特 に は胎 蔵法 と共

に 受伝 され て い た こ と も説明が つ くで あ ろ う。

　最 後 に 『蘂咽耶経』
・『蘇婆呼童子 請 問経』

・『蘇悉地 経』 の 関係性 に つ い て 、 さ

らに は増益 の 灌頂 とは如何な る もの で あ り、 何 れ の 経典に 説か れ て い るの か等 、

多 くの 疑問が残 され て い る 。 こ れ らの 問題 につ い て は 、 今後 さ らに考察を加える

必要が あるが 、
い ずれ に して も当時の イ ン ドで は こ の よ うに灌頂儀礼が 様々 な用

途で 存在 し、 各経典が その
一
端 を担 っ て い た よ うで あ る 。

註
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各品 の 異 同 に 関 して は 大 山仁快 「蘇悉 地 経 に 関す る 一 考察」（『密教文化』 140号

1982）や 、 高 田順 仁 「『蘇悉地経』 「請問品」 の 考察」（『密教学』 32号　1996）等 に 詳

しい
。 また 漢訳三 本 と蔵訳 の 各品の 対 応箇所 に 関 して は伊藤尭貫 「『蘇悉地経』 と

イ ン ド社会」（『現代密教』 13 号　2000）参照 。

『大正蔵』 61巻　P．472c

三 崎良周 『台密の 研 究』（創 文社 　1988）P，496 参照 。

三 崎良周 『台密 の研 究』（創 文社 　1988）P．　517参照 。

『大正蔵』 18巻　P．722a

Toh ．　No ．806166a

／lha　yi　rigs 　rnams 　mthong 　ba　las／／dbang　bskur　ba　ni　rnam 　ba　bzhi／

／bla　ma 　mnyam 　par　bzhag　pa　yis／／de　dag　shes 　nas 　ci　rigs 　bya／

／slob 　dpon 　go　
tphang

　thob　pa
’
i　phyir／／dang　Po 　yongs 　su 　bsgrags　pa 　yin／

／rig　sngags 　rna エns 　ni　bsgrub　bya
’
i　phyir／／gnyis　pa　legs　par　bshad　pa　yin／

／bgegs　rnams 　rab 　tu　gzhom 　pa
’
i　phyir／／gsum 　pa 　rab 　tu　bsgrags　pa　yin／

／bzhi　pa
‘
byor　pa　thob 　ba

’
i　phyir／／cho 　ga　rgyas 　ba　de　bshad　do／

／dang 　po　cho 　ga　rgyas 　bar　ni／／nga 　yis　thog　mar 　bshad　ba　yin／

大塚 伸夫　「『養咽 耶経』 の 曼荼羅行に つ い て」（『密教 学 研 究』 28　1996）、 及 び 同

「『蘇婆呼童子 請問経』 に お ける灌頂 に つ い て」（『佐藤隆賢博士古 稀記念論集　仏教

教理思想 の 研 究』　山喜房佛書林　1988）参照 。

『大正蔵』 18巻 　P．770c

Toh，　No，806　 163a

mdor 　na 　de　la　sogs 　pa 　yi／／cho 　ga　rgyas 　pa　byas　nas 　su ／／

yid　kyis　dkyil
‘
khor　lha　kun　la／／mkhas 　pas　gsol　ba　btab　nas 　niZ／
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10）

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

bum 　pa 　bzlas　brjod　brgyar　byas　la／／de　ni　legs　par　blangs　nas 　su ／／

dkyil　‘khor　dal　bus　lan　gsum 　bskor、グ

rtsha 　ba
’
i　gsang 　sngags 　kun

‘
don　ching ！グblo　dang　ldan　pas　dbang　bskur　bya／／

de　nas 　bhyag　rgya 　bcings　nas 　su ／グgsang 　sngags 　blos　ni　spyi 　pos　gtugs／グ

『大正 蔵』 18巻　P．725a

Toh．　NG ．805　 124b

／1us　da　mar 　po　dang　kl　li　kl　la　dang／／
‘
gro　Iding　pa 　la　sogs 　pas 　brgya　bzlas　te／

／dkyil
‘
khor

‘
khor　yig　tu　ni　gzhag 　par　bya／／de　nas 　byug　spos 　bdug 　spos 　la　sogs 　dbul／

／bgegs　kyis　brlams　pa　shar 　pyogs　kha　bstan　te／／dkyil　
‘
khor　gyi　dbu　sa　pde　ba

’
i　stan

la　bzhag／

／bzlas　brjod　byed　cing 　bum 　pa　re　res 　bkru／／
’
on 　tang 　log

‘
dren　rnams 　las　thar　bar

‘
gyur ／

大塚伸夫 「『蘇婆呼童子請問経』 に お ける灌頂に つ い て」（『佐藤隆賢博士古稀記念

論集　仏教教 理 思想 の 研 究』　山喜 房佛書 林　1988）及び、 同 「『蘇婆呼童子 経』 の

曼荼 羅 と密教 儀礼 に つ い て」（『豊 山教学大会紀要』 26　1998）参照 。

別本 1 で は 「灌頂 品第三 十一
」 別 本 2 で は 「灌頂 品 第三 十三 」 Tib で は 「dbang

bskur　ba
’
i　cho 　ga　rim 　par　phye 　ba」（灌頂儀軌品）

『大正蔵』 18巻 P，624b

Toh ．　No．807　 203a

／lha　rnams 　thams 　cad 　legs　mchod 　de／　／sbyin 　sreg 　ci　dgar　byas　nas 　ni／

／sngar 　bkod　ba　yi　bum 　pa　la／　／rang 　9i　sngags 　kyis　mngon 　bar　bsngags／

／lha　yi　rndun 　na 　gang
‘
dug　pa／　gcig　ni　rang 　gi　sngags 　kyis　bzlas／

／dkyil　
‘
khor　dbus　na 　gang

‘
dug　pa／　／rig　ba

’
i　rgyal 　bos　bzlas　brjod　bya／

／sgo 　yi　drung　na 　gang
‘
dug　Pa／　／rdo 　rje　khre　bos　bzlas　brjod　bya／

／snying 　po
’
i　rigs 　kyi　rig 　sngags 　kyis／　／shar 　gyi　grva 　gnyis　bzlas　brjod　bya／

／las　kun　byed　pa
’
i　gsang　sngags 　dang／　／de　bzhin　gsang 　sngags 　gzhan 　kun 　gyis／

／nub 　kyi　grva　gnyis
‘
dug　pa　yi／　／bum 　pa　la　ni　tshul　bzhin　bzlas／

r大正蔵』
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r大正蔵 』

『大正蔵』
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『蘇 悉地経』 にみ られ る灌頂儀礼 をめ ぐっ て （駒井）

23）　 Toh，　No，807　175a

　　 ／rigs 　kyi　snying 　Po
‘
bru　gsurn　pas／　／so　so 　bzbs　brjod　byas　pa　yis／

　　 ／ku　sha 　yi　ni　bsang　byed　kyang／　／srin 　lag　la　ni 　gdags　par　bya／

　　 ／ji　na 　jik　a　ro 　lik　／bajra　dhrk

24）　 こ の よ うな詳細 な分類 訳が 見 られ る の は 漢訳 の み で ある 。 蔵 訳 と比較 をす る と 、

　　漢訳者の 補遺 と考 えるの が妥当の ようで ある 。 こ の 問題 に 関 して は 高田順仁 「『蘇

　　悉地経』 「真言相品第二 」 の 考察一 胎密蘇悉 地羯羅 経観 と三 部諸尊 の 分類
一

」（『密 教

　　 学』 32　1998）に述べ られて い る 。

25）　 『大正 蔵』 18巻　P．604a

26）　 『大正蔵』 18巻　P．　604a

27）　 『大正蔵』 18巻　P．604a

28）　 『大正蔵』 18巻　P．624b

29）　 TQh．　No．807203b

　　／dang　po 　bgegs　rnams 　bsal　ba
’
i　phyir／　／dbang　bskur　ba　ni　rab 　tu　sbyar ／

　　／bar　du　bar　ma 　dag　gis　ni ／　／mjug 　tu　rang 　gis　bzlas　par　bya／

30）　 『大正蔵』 18巻 　623c

31）　 Toh．　No．807　201b

　　／sgrub 　pa
’
i　phyir　ni　dgos　pa　rnams ／　／thog　mar 　yid　la　legs　bsams　te／

　　／blo　dang　ldan　pas　yo　byad　ni／　／tharns　cad 　legs　par　bsog　Par　bya／

　　／sbyin 　sreg 　las　kyi　cho 　ga　yis／　／gsang　sngags 　yongs 　su 　tshim 　byas　te／

　　／dbang　bskur　cho 　ga　gsungs　pa
’
ng 　bya／　／de　nas 　bsgrub　pa　brtsam　bar　bya／

32）　『大正蔵』 18巻　603b

33）　Toh．　No．807　168b

　　／di　dang　ldan　par　gsang　sngags 　rnams ／　／bsnyen　na 　myur 　du
‘
grub　paピ gyur／

　　／
’
di　ni　rigs 　rnams 　tharns　cad 　kyi／ ／rig　pa

’
i　rgyal 　po　mthu 　chen 　yin／
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